
令和2年度地域における看護師等の連携シンポジウムで報告

日時：令和3年1月30日（土）

場所：北海道看護協会（Web開催）

訪問看護ステーション出向支援事業について
北海道看護協会 訪問看護ステーション出向支援事業コーディネーター 清野 しのぶ

看護職間の連携推進
１ 医療法人社団我汝会 えにわ病院 看護部長 三浦 眞優美、地域連携室専従看護師 立花 愛美

医療法人北晨会 恵み野訪問看護ステーション「はあと」 所長(管理者) 樋口 秋緒
２ 医療法人秀友会 札幌秀友会病院 総合相談あい・ふらっと管理者 赤澤 淑恵、看護師主任 桑山 奈保美

株式会社スマイル 訪問看護お 管理者 木浪 江里子
３ ＮＴＴ東日本札幌病院 看護部長 坂上 真弓、看護師主任 太田 かおる

株式会社ナースエナジー 灯-あかり-訪問看護 所長 中濱 真奈美
参加者：149名

えにわ病院では、人材教育の機会として地域連携体制の強化を目的に、2週間3名、3か月1名が参加された。3か月出向後に地域連携室専従看護師

となった出向者からは、訪問事例をとおしてこれまでの退院指導を振り返り、入退院支援・ツールの見直し・外来患者への介入・在宅多職種と

の調整を行っていることなどについて報告があった。出向先の所長からは、マンパワー確保には至らないが、病院と地域のつながりづくりとし

ては必要な事業であると考えていること、スタッフ個々や地域全体のスキルアップの重要性など話された。

札幌秀友会病院では、退院前カンファレンスの現状を見直すため、2週間3名が参加された。出向者は同行訪問をとおして、病院と在宅ではケア

を考える視点が違うことや看護サマリーが退院後の生活に反映されていないことなどに気づき、病棟看護の課題を整理し、入退院支援看護師と

の連携強化、情報共有など病棟内体制を再構築したことなどについて報告があった。出向先の管理者からは、同行訪問で退院後の生活を見ても

らうことができた。看護記録の協力を得たスタッフはその時間を他の業務にあてることができ、刺激を受けモチベーションの向上につながった

と話された。

NTT札幌病院では、病棟看護師が退院支援に主体的に取り組むようになってほしい等の思いがあり、2週間7名が参加された。出向者からは、在宅

療養の場が多様であることや住み慣れた環境での療養の希望をかなえるためには連携の強化が必要であることがわかった、出向後に参加した看

護師が中心となった退院支援リンクナース会で勉強会を開催したことなど報告があった。今後も訪問看護の啓蒙活動や情報提供等をしていくと

話された。出向先の所長からは、様々な形で上手に社会資源を活用しながら在宅療養を行っている現実を肌で感じていただけたと話された。


